
川のないレ

田

町

川

朋

の

一

h
段左側にあります。遺辰也を民主酔した型地で、国師め等一川近は俗塵を泊した最境で半日の一路の
h
はしを小心きましょっ
0

2

キンモクセイば地上一〆
l

h

吋火の監さ安賀されております一散泳には又好適であり
J

ま
す
。
一
川
道
路
ω
長
断
は
正
し
く
な

抽
糊
制
寺
で
八
分
岐
し
そ
の
う
ち
一
一
言
語
伝
、
田
忠
告
如
と
し
た
医
大
洲
市
教
育
室
一
民
芸
き
と
こ
ろ
ミ

伝
記
タ
リ
他
の
在
宅
、
ァ
白
書

1
一
瞬
議
札
三
副
鰻
種
融
¥
一
障
害
わ
た
る
c

河
川
一
然
モ
法
出
自
活
け
周
は
一
、

Ed--トル、高

WJM-一
一
一
繍
鏑
繊
離
通
舗
臨
糊
麟
鱒
幽
日
以
輯
一
層
議
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
情

刊

一

「

い

ま

ま

で

の

大

山

県

閉

施

主

ι江
戸

川

軒

目

減

総

説

鰻

翻

輯

鱒

盛

一

号

計

れ

れ

何

日

十

一

風

光

の

す

へ

桁

ω
者
も
っ
て
知
広
到
指

ω

昭
と
し
ア
伺
え
h
h

れ
て
い
ま
す
が
へ
ご
齢
献
瀬
郡
臨
調
鶴
機
錨
輔
鋼
潤
鞠
麟
麟
朝
一
左
官
王
く
み
て
手
を
あ
げ
て
、
ま
つ

同

一

一

課

一

日

当

日

…

H
f注
目
C一
同
議
離
盤
盤
一
寸

H
U
F
f

-

一

-

所

貯

一

に

の

ぼ

る

巨

費

量

ビ

て

行

な

わ

れ

、

一

争

点

向

次

空

す

。

十

日

は

黄

色

の

花

か

量

総

機

織

鱗

ぷ

ア

翻

縄

問

問

繍

繍

盤

凶

一

露

呈

し

ぐ

ZE--

一

一

行

若

回

一

そ

の

ま

に

よ

っ

て

八

壁

、

松

山

、

一

以

泳

三

月

E
tく
れ
そ
こ
の
附
桃
山
総
可
灘
灘
離
輔
離
議
総
輔
一
運
転
者
の
み
は
さ
ん
一

一一

1

一
扇
子
育
商
か
ら
の
自
身
よ
裂
す
奥
日
刊
誌
車
両
川
崎
、
あ
る
い
は
壁
崩
の
震
で
あ
一
一
範
一
ド
ル
一
切
ぷ
?
粍
鰯
織
す
吻
趨
一
斉
ぷ
心
安
き
は
か
ぶ
た
め
凡
一

4

一
一
発
問
一
室
主
足
立
、
毒
菌
一
問
、
客
そ
の
ほ
か
、
中
道
、
時
二
て
お
り
、
宿
泊
定
員
は
、
百
三
人
で
一
符
号
、
富
士
仕
へ
つ
つ
じ

F
一つ一法寺焼

2
2こと約一ニ一白メ
l
ト
っ
た
が
も
矧
を
せ
ん
o

マ入札
Grub--主
幹
齢
麟
鶴
宮
朝
盤
一
①
横
断
書
を
わ
た
っ
て

U
E一一↑

和
一
一
総
一
芸
員
会
ア
検
討
中
で
す
が

d
R一
望
台
、
テ
ラ
ス
、
三
階
は
塁
十
と
な
一
す
。
一
く
る
ほ
か
、
総
合
関
空
業
も
団
長
一
ル
伎
の
距
離
の
虫
記
長
に
あ
警
在
、
盤
建
国
師
の
日
霊
長
兄
「
恨
も
と
で
八
分
戸
、
一
誌
の
方
は
主
叶
引
刻
引
去

5
一わたるっとし一くいふときはも信一

汗

一

一

一

1一
日
明
一
一
一
一
一
両
日
I

一
引
込
み
は
年
度
内
に
一
一
一
甲
山
出
山
一
か
り
と
し
て

U
h
v日
創
刊
J
川

七

十

か

っ

た

た

め

に

HJHVH-

一
時
一
一
一
一
二
三
一
一
十
万
円
:
一
一
玄
ロ
ケ
元
議
誌
を
同
¥
導
入
す
る
一
て
華
料
理
問
を
は
じ
め
一
段
一
を
求
め
て
書
す
る
白
星
間
十
7

一第一号踏み山して、刊

5
5一
色

久

。

一

L
週

月

・

1
1
1
1た
喜
が
た
へ
ん
多
く
あ
り
ま
一
刊
訂

U
1
樋川寸
J
F

ょっ

一
一
一
一
一
一
一
二
一
'
一
ピ
日
じ
川
、

HILL--千
I
j

、
;
に
一
み

544OTi--f定さ
れ
言
こ
ろ
か
ら

J
L
E
i
t
-
-当
委
員
会
で
は
、
県
下
に
お
け
五
で
ま
隣
止
一
す
n

一
宮
古
脅
し
一
い
ザ
年
辰
吉
一

一
一
一
一
蹴
令
一
室
、
議
室
、
一
元
一
一
階
は
大
民
一
引
む
し
し

t
Fし
一
ょ
っ
計
四
日
め
て
七
打
三
の
理
容
を
国
民
需
品
入
[
一
円
訪
日
出
子
山
淀
川
注
目
ぃ
晴
れ
吋
一
み
さ
ん
、
私
た
ち
の
思
り
章
一
七
日
目
前

m
H
H
Z
L
U

一

謹
一
一
一
一
陣

F
h

一

j
h
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
l

一山って大訓へ誘致する一フω
支
-

3

7

L

[

f

u

ト

十

一

一

一

一

吉一一一

a臨
す
F

一

一

l

i

l

i

l

i

-

-

一
を
樹
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
章
一
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
一
な
い
よ
言
し
ま
し
ょ
う

o

Z一
言
で
語
、
訴
さ
-
審
一

喜
一
一
院
関
一
鞠
域
同
額
一

l

L

;

a

ー
一
一
信
は
一
一
千
七
十
万
円
て
本
工
事
一
一
い
言
を
一
言
一
っ
て
発
足
し
た
当
量
一
J

一
道
路
主
し
三
記
長
し
よ
う
o

一
例
入
場
、
車
は
害
対
面
六
背
任
一
歩
行
者
が
専
に
し
た
が
っ
て
院
し
一

一
雲
章
一
堕
£
経
災
中
一
一
聞
の
補
正
予
算
を
可
佐
一
需
主
義
主
上
、
成
良
債
一
会
長

K
上

川

好

邦

氏

一

会

の

活

躍

J~
大
い
に
害
し
た
い
と
こ
一
一
父
一
芸
員
五
べ
て
み
る
と
す
る
。
7
い
る
と
き
は
、

2
9
7妨げな一

量
一
一
二
三
一
一
一
二
二
額
一
一

1

・

:

・

一

二

千

一

位

、

E訂
繰
入
金
七
十
九
一
一
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
運
転
三
貝
任
ば
か
り
を
責
め
乙
わ
け
(
U
歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
一
点
、
主
i

o

(

芸
ス
ポ
ッ
ト
)
一

一
一
一
一
三
一
一
一
一
(
舎
一
九
月
定
例
市
会
か
わ
る
一
日
一
)
一
農
林
振
興
委
が
整
足
一
↑
に
は
川
雪
せ
ん
、
歩
行
者
の
方
た
ち
一
歩
道
を
歩
き
ま
し
ょ
う
一

-u
つl
、1
1

一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
事
争
九
月
高
号
、
一
一
十
音
か
一
号
始
め
た
こ
と
一
小
泉
議
長

J
i
J
iで
あ
り
一
足
首
長
会
長
署
名
」
一

U
一

口

「

計

l
U山
イ

τ
T
一

一一一一一一二三一ぺ一一一判断品川比一日一「いは守一即日出一一将司目指一一一一校
1
1
u
H
日
明
日
昨
山
ト

l

一一午一一一一

一
一
一
応

E
3一元
TREL--Tf百日

H
U日
晃
司
2
1
7材
一

佐

野

刊

4一
日

E
F「ノパ

1一
一
司
結
↓

J

一
平
一
一
一
一
一
十
一
一
調
講
む
一

H
E
t
-
A
Z一
一
言
議
長
に
丸
語
由
民
が
そ
れ
ぞ
一
い
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
塁
;
一

utJE一
南

丁

l
l
τ
!ー一
l

i

-

-

一i
l

l

1

二

附

品

川

前

拍

手一一一一一一一主主説一手害古一片=」設計持容

hpqω
品
可
一
言
目
下
14
日
H
Y
J
一士主

謹一Z
一一一一一一一一一一一一一

1
一めて白、

3
2
2吉
ご
一
般
A

許
制
正
ゃ
れ
一

1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
1
1
i
l
i
l
i
-
-

一
一
一
ー
一
一
一
庭
球
二
般
。
豆
大
問
中
学
校
グ
ラ
ン
ト
王
寺
鰭
怖
:

宇
一
一
一
一
一
一
二
三
一
一
一
一
一
段
震
に
守
山
る
こ
と
一
(
青
空
ハ
百
三
五
千
円
で
一
一
円
川
韓
関
議
離

Jid--iしたυ
一
一
明
一
升

1
1
l
E
t
E
u
;一川

j
i
-
-一
一
制
結
訓

一
白
書
事
建
設
ば
四
千
百
万
円
の
一
-
っ
ち
総
連
下
九
百
六
五
九
千
円
、
一
範
醸
轍
錦
繍
鱗
麟
鵠
翻
轡
土
書
室
長
た
百
に
よ
72
二

謬

l
一
一
柔
道
一
一
般
字
体
大
洲
警
察
署
体
育
館
一
一

i

十

息

さ

れ

た

と

工

耕

民

主

主

許

可

一

一

耳

目

江

町

一

期

鯖

醸

調

弾

一

目

前

世

話

一

一

湾

問

一

一

ソ

寸

ト

ボ

14FIzz-一
m
t
L
l
j

一

J
住

γ
二十七日

;
E
M
-
-
醒
欝
鰻
担

r
竺
ド
降
十
般
事
針
ニ
4

民足一引一U
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r
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7
2
2
u一一

一

一

H
U
U一
記

者

ク

ラ

ブ

一

万

八

千

円

)

↑

1
明

麟

顎

鶏

議

関

一

刊

誌

仁

三

時

十

時

四

日

一

二

三

一

卓

球

一

一

般

一

崎

県

Ji-lA一
一
日
常
時
品
川
げ
つ
で

加方川一一

?zil--
一

h

H

醤
額
約

i一
定
し
て
一
一
億
に
!
一
一
一
間
一
式
(
一

I
M
F日
同

王

子

一

房

長

室

長

。

同

年

一

一

一

堅

持

日

立

翌

日

間

一

力

関

朝

日

七

五

川

誌

盟

百

示

一

L
己

評

信

ド

一

語

一

昨

R

一
↑
し
な
ど
の
自
ら
せ
は
喜
代
表
一
一
↓
一
審
一
一
一
耳
打
円
ほ
か
、
歳
入
は
市
億
四
一
定
額
縄
開
関
駅
盤
撃
機
ケ
弘
一
し
ま
し
た
。
一
一
一
-
一
ハ
イ
キ
ジ
グ
一
一
竺
富
士
山
首
コ
!
ス
一
一
一
千
円
に
」
と
あ
っ
た
の
は
「
一

J
U
T
i
-へ
一
霊
長
一
耳
目
)
一
自
主
一
千
四
一
禅
問
聾
怯
白
管
一

7軒
詰
問
問
主
一
一
一
一

7
1
1ハレ

LILia--
一

一

主

婦

問

主

一
回
マ
温
室
入
門
別
会
計
一
語
、
中
部
地
方
に
大
き
な
揮
を
一
ち
一
一
雨
を
降
ら
せ
て
予
想
以
上
の
リ
メ
一
予
算
書
上
、
復
旧
議
い
で
い
ま
す
F

一
一
一
舞
踊
二
般
一
大
洲
土
問
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
一
干
こ
に
慎
ん
で
お
き
し
て
重
さ

し

、

足

'

り

し

た

こ

四

三

置

、

本

市

に

J
J

トJ
去
し
、
そ
の
被
害
総
額
以
お
よ
一
室
具
は
議
さ
れ
た
大
成
事

-

1

1

1

1

1

1

1

1

ι

ぜていただきます。

開片

所役

き塁

市j州

編

大

望書 1 1 ふ

口

111，640 

(1) 

戸市の
ロ人

式

y毘

泉

く

j竣

り

も

十川口同一山阜の同氏宿外の♂円とえ川武陵組収ヂ戸市内へ導入する↑事業が九月山山本市議会で決

町、近く右
γ

ムすることになり斗にした。



(2) 

に
し
て
着
物
の
裏
牛
地
の
製
品
化
に
成
一
標
に
事
業
拡
張
の
予
定
と
な
か
な
か
意
一

功
し
た
企
来
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
浩
宮
一
欲
的
で
す
。
一

堀
の
内
に
あ
る
(
株
)
桝
川
製
糸
が
そ
一
何
年
の
生
糸
の
名
陵
地
n
大
洲
H

は一

れ

で

す

。

一

い

ま

や

亮

側

が

相

手

ま

か

せ

の

変

則

的

一

こ
こ
に
い
た
る
ま
で
に
は
、
経
常
者
一
不
安
定
な
域
か
ら
脱
し
て
、

H

原
料
か

自
ら
が
九
州
日
間
市
へ
工
員
罫
ぷ
と
と
一
ら
立
派
な
製
品
ま
で
μ

の
企
業
に
移
り

も
に
技
術
導
入
の
た
め
に
三
カ
月
間
出
一
変
る
円
も
近
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

張
し
、
更
に
経
営
の
基
礎
づ
く
り
に
約
一

一
カ
年
間
登
費
し
た
と
い
う
o

生
産
長
一
(
写
真
は
生
糸
の
名
産
地
を
脱
し
て
、

は
一
目
、
三
十
反
、
い
ま
だ
試
験
的
な
一
製
品
化
(
一
一
畏
生
地
)
ま
で
に
こ
ぎ
つ
け

段
階
で
す
が
、
将
来
は
日
産
百
反
を
目
一
た
(
株
)
桝
川
製
糸
の
工
場
)

原
色
日
本
郵
便
切
手
間
鍬

新
し
い
世
界
の
伝
記
第
一
、
f
十
巻

社

会

科

大

系

芳

一

2
八
巻

岡
説
国
民
の
歴
史
芳
十
二
番

愛
媛
の
先
覚
者
芳
一

t
三
巻

思
想
の
歴
史
第
五
巻

白
木
の
民
俗
赤
十
巻

日
本
の
歴
史
第
八
巻

人
物
・
日
本
の
歴
史
芳
七
巻

世
界
丈
学
全
集
芳
二
一
一
一
巻

少
年
朝
日
年
鍛
一
九
六
六
年
版

中
山
町
誌

ヴ
エ
ト
ナ
ム
の
断
層

新

刊

図

書

案

内

宇
宙
文
同
論

抽
象
蛤
画

l
鑑
賞
の
手
引
l

与
謝
野
拍
子
詩
歌
集

天
使
の
傷
痕

飛
出
ホ
テ
ル

男
性
無
用

新
-
一
ニ
等
重
役
上
着

花
の
浮
草

知

覧

楊
貴
姫
伝

町
人
十
万
石

小
説
太
平
洋
戦
争
矛
三
者

一
平
和
の
理
念

幼
き
も
の
ょ
っ
か
の
ま
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ル
ド
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

芳
二
十
四
巻
南
ア
フ
リ
カ

近
世
随
怨
集
日
本
古
典
文
学
大
系

-
大
洲
市
立
図
書
館

l

日

意欲もやす製糸業界

行
政
相
談
委
員
に
直
本
氏

1 5 昭和 40年 10用

割
=
肝
山
一

大
洲
地
方
は
古
く
か
ら
養
蚕
の
盛
ん

な
と
こ
ろ
で
す
が
、
。
蚕
(
か
い
こ
)

l
ま
ゆ
l
生
糸
O
の
工
程
ま
で
で
し
た

と
こ
ろ
が
、
今
年
か
ら
生
糸
を
原
料

」

の

;

室

長

官

一

任

さ

れ

ま

し

た

一

音
三
郎
氏
の
後
任
に
直
木
重
夫
氏
が
就
一
お
役
所
仕
事
で
、
み
な
さ
ん
の
生
活
一

1
1
1
1
1
-
-

一
に
直
媛
関
係
の
あ
る
こ
と
で
、
@
お
困
一

一
り
の
こ
と
、

O
ぁ
、
し
て
も
ら
い
た
い
一

一
郵
便
局
で
は
、
こ
の
連
覇
期
間
に
「
一
て
い
く
こ
の
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
一
一

一

一

一

、

。

こ

う

し

て

も

ら

い

た

い

こ

と

一

住
み
よ
い
郷
土
」
義
き
上
げ
る
た
め
一
大
洲
郵
便
局
一
何
で
寄
稿
で
す
。
そ
の
解
決
案
現
一

一
安
全
で
便
利
な
、
し
か
も
高
度
の
社
会
一
「

iEIι
引
l

1

一
一
の
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
も
一

一
種
舎
に
な
っ
て
い
る
郵
便
貯
金
を
一
一
生
活
設
計
二
ち
ろ
ん
、
個
人
の
秘
密
字
詰
警
一

一
円
経
一
括
す
す
め
す
る
こ
た
し
一
一
簡
易
保
険
二
れ
ま
す
。
お
気
が
る
に
ど
-1ぞ

一

一
私
た
ち
の
郷
七
作
り
の
た
め
、
郵
便
一
一
新
加
入
運
動
一
一
直
本
重
芙
さ
ん
の
お
宅
一

で
の
一
カ
月
簡
を
「
往
生
い
郷
土
を
一
大
洲
市
に
ど
ん
な
に
空
っ
て
い
る
か
一
貯
金
の
働
き
を
さ
ら
に
大
き
〈
伸
ば
し
「
1

l

i

l

i

-

-

で

大

洲

市

中

町

一

丁

目

一

作
る
郵
便
貯
金
大
一
励
運
動
」
期
間
と
し
一
と
い
い
ま
す
と
、
小
中
学
校
々
舎
や
、
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1ー
ー
I
l
l
i
-
-
-
1
1
I
l
-
-
I
l
l
1
1
1
1
1

一

て

、

大

蔵

省

、

自

治

省

な

ど

各

省

を

は

一

市

営

住

宅

、

市

庁

舎

、

大

洲

病

院

の

建

一

一

司

語

、

公

社

、

公

団

、

県

お

よ

び

市

町

一

築

、

富

士

山

ド

ラ

イ

ブ

ウ

エ

ー

や

市

営

一

国

鉄

伊

予

調

通

三

十

周

年

を

祝

う

一

静

杓

、

喜

豊

中

央

童

会

、

韓

日

上

水

道

の

建

設

、

語

、

段

、

号

一

大

洲

駅

B

a

:

R

d
司

自

一

一

体

、

各

種

の

協

議

会

な

ど

、

全

国

の

主

一

主

っ

、

そ

の

他

水

害

復

田

工

事

な

ど

の

一

一

一
な
組
織
や
諸
問
体
の
援
や
協
賛
に
よ
一
市
の
事
業
資
金
の
一
部
と
し
て
還
元
使
一
国
鉄
早
大
洲
駅
の
開
通
一
ニ
十
周
年
一
続
し
て
功
労
の
あ
っ
た
西
河
助
役
に
、
一
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
町
に
は
小
中
学
一

z一
っ
て
郵
便
貯
金
の
議
運
動
塁
間
一
雪
れ
、
太
洲
市
発
展
の
た
め
に
大
い
一
を
記
念
す
る
行
事
が
、
六
日
に
行
な
わ
一
ま
た
四
国
支
社
長
か
ら
当
駅

ω清
掃
美
一
生
千
五
百
人
に
よ
る
鼓
笛
隊
と
プ
ラ
ス
一

大

一

に

雲

脳

し

て

い

ま

す

。

一

に

お

役

に

立

っ

て

い

ま

す

。

一

れ

ま

し

た

。

一

化

に

協

力

し

た

農

業

高

校

V
Yえ
中
一
バ
ン
ド
が
く
り
だ
し
F
去
を
盛
り
あ
げ
-
『

:
一
こ
の
翠
劉
は
、
国
が
由
民
の
生
活
を
一
現
在
四
国
四
県
に
融
資
さ
れ
て
い
る
一
こ
の
朝
当
釈
に
は
、
開
通
三
十
周
年
一
村
の
坂
井
郡
治
さ
ん
に
そ
れ
そ
れ
感
謝
一
て
い
ま
し
た
。
一
一
一

一
い
っ
そ
う
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
問
一
総
額
は
、
四
国
の
人
が
預
け
た
郵
便
貯
一
を
祝
γ

つ

装

飾

や

ア

!

チ

が

立

ち

、

構

内

一

一

一
る
い
環
慌
を
作
り
出
し
、
社
会
全
体
を
一
余
高
(
八
月
末
現
在
八
九
八
億
円
)
の
一
ホ
l
ム

に

は

高

校

生

の

ブ

ラ

ス

バ

ン

ド

一

一
「
住
み
よ
い
郷
土
」
に
同
奮
己
上
げ
る
た
一
約
五
十
%
に
あ
た
る
四
五
O
億
円
で
、
一
に
迎
え
ら
れ
て
H

急
行
芳
二
せ
と
u

の

一

一
め
に
、
郵
便
川
金
の
増
強
を
凶
り
、
こ
一
愛
媛
開
示
で
は
一
四
二
億
円
と
な
っ
て
一
入
梢
そ
れ
を
福
岡
押
す
る
一
日
駅
長
の
村

一
れ
に
よ
っ
て
財
政
投
融
資
の
資
舎
源
を
一
お
り
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
大
洲
市
一
上
市
長
。
そ
の
あ
と
市
公
会
堂

T
は三

L
r
一
獲
得
し
よ
う
と
す
る
+
「
郷
土
づ
く
り
と
一
で
は
三
億
一
千
万
円
も
の
資
金
が
還
?
と
十
周
年
を
祝
う
式
典
が
行
な
わ
れ
、
市

i
一
貯
蓄
実
践
の
買
運
動
」
で
す
o

一
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
長
が
量
産
励
し
た
あ
と
、
永
年
勤

第 事院冠王

郵
便
貯
金
の
お
す
す
め

H

住
み
よ
い
郷
土
μ

を
つ
く
る

子持

開通三十周年を記念する行事風景o " 急行方7二せと H

を迎えて指揮する一日駅長の村上市長 H 中央 wと大洲

高校生によるパトンガルにブラスパンド

軍

ふ
え
て
関
係
者
を
心
配
さ
せ
て
い
ま
す

線
を
し
っ
か
り
ハ
ン
ダ
づ
け
し
ま
す
三
そ
の
原
因
と
し
て
テ
レ
ビ
が
あ
げ
ら
れ

な
る
べ
く
湿
り
気
の
多
い
土
地
を
選
一
一
一
て
い
ま
す
が
、
画
面
の
タ
テ
の
長
さ
の

ん
で
切
セ
ン
チ
以
上
の
深
さ
に
う
め
一
一
一
六
倍
か
ら
十
倍
の
距
離
を
お
い
て
見
る

ま
す
。
せ
ん
た
く
機
を
浴
室
に
お
く
三
こ
と
平
四
イ
ン
チ
の
場
合
は
一
メ
ー

の
は
で
き
ア
是
け
さ
げ
た
い
も
の
で
一
一
一
ト
ル
半
か
主
一
メ
ー
ト
ル
)
と
ま
っ
く

す

三

ら

な

な

か

で

は

見

な

い

こ

と

、

長

時

間

浴
室
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
で
使
用
一
一
一
つ
づ
け
て
み
な
い
こ
と
な
ど
、
ま
わ
り

す
る
と
き
は
一
か
な
ら
ず
ゴ
ム
裏
の
二
一
の
者
が
十
八
韮
意
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

は
さ
宮
使
い
ま
し
き
。
ゴ
ム
三
一
こ
ま
か
い
作
業
を
す
る
女
子
工
員
さ

絶
縁
す
る
の
で
危
険
宮
最
小
限
度
に
一
一
一
ん
や
語
、
あ
み
も
の
を
す
る
主
婦
、

お
さ
え
ら
れ
ま
す
。
一
一
一
一
日
中
活
子
と
た
た
か
う
印
刷
閤
警

一
は
も
と
よ
り
、
事
務
職
の
人
々
な
ど
は

O
該
当
者
と
あ
っ
さ
り
し
た
も
の
。
と
い
う
の
は
一
と
き
ど
き
肩
水
か
ホ
ウ
葉
、
食
塩
水

昭

和

孝

凹

l
E最
年
9
月
一
こ
の
夫
人
、
お
も
し
ろ
く
な
い
こ
と
が
一
な
ど
で
自
在
う
と
つ
か
れ
が
と
れ
烹

初
日
ま
で
の
出
生
児
起
石
と
ぽ
い
と
ひ
と
り
で
旅
に
出
る
く
す
。
洗
面
器
に
水
を
は
っ
て
顔
を
つ
つ

白
日
時
と
場
所
一
せ
が
め
っ
た
の
で
す
。
一
こ
ん
で
、
目
を
パ
チ
パ
チ
さ
せ
る
か
、

区
域
と
き
と
こ
ろ
一
駅
で
松
山
行
き
の
切
?
雲
畏
い
ま
一
薬
局
で
ア
イ
カ
ツ
プ
を
求
め
て
洗
眼
す

し

尿

処

理

場

「

↓

大

洲

草

地

区

間

月

沼

日

大

洲

公

τた
。
急
行
券
と
も
百
程
度
で
し
た
一
る
と
た
い
へ
ん
気
持
の
よ
い
も
の
で
す

清

流

園

」

は

、

関

一

章

一

千

円

で

行

け

る

と

こ

ろ

が

、

こ

の

夫

人

ま

だ

こ

の

月

の

終

り

に

は

読

書

車

問

明
開

T柳
沢

で

人

権

相

談

マ

一

組

陣

後

J
U
M
P一
日
ま
で
一
時
持

m
p
fな宿
一

川

市

計

計

封

印

持

り
運
営
を
続
け
て
一
台
風
災
害
の
た
め
延
期
し
て
お
リ
ま
一
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
一
を
と
り
ま
し
た
。
女
由
さ
ん
相
手
に
、
一
受
験
生
は
、
来
年
の
試
験
に
も
っ
と
も

お
り
ま
す
か
、
三
し
た
が
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
電
温
潤
岨
膚
岨
岨
届
調
副
回
一
ぐ
ち
を
聞
い
て
も
ら
っ
て
い
る
っ
ち
に
一
力
の
つ
く
時
期
な
の
で
、
ど
っ
し
で
も

の
た
び
更
に
地
域
。
と
き
十
月
一
王
ハ
日

EE--，.B島
町
竪
嫁
と
争
っ
て
く
し
ゃ
く
し
ゃ
し
た
ふ
県
過
労
に
な
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。

霊

衛

生

の

向

上

現

時

会

一

時

ま

で

I
E
1
1
1
1
1
1票
、
き
り
が
晴
れ
る
よ
う
に
、
す
っ
一
望
な
時
間
を
お
い
て
前
項
の
洗
眼
な

を
は
か
を
と

i

oと
こ
ろ
柳
沢
連
絡
所
一
旅
の
効
用
一
つ
と
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
ど
を
し
て
白
を
た
い
せ
つ
に
し
を
よ

に
、
円
滑
な
運
営
一
こ
の
相
談
所
は
、
み
な
さ
ん
の
人
権
一
筆
者
の
知
人
に
A
夫
婦
が
お
り
ま
す
一
そ
し
て
夫
人
は
市
内
見
物
も
そ
こ
そ
一
ラ
。

主
師
け
て
い
く
た
を
守
る
た
め
、
人
権
に
関
す
る
問
題
の
一
一
年
ほ
ど
前
に
一
人
む
す
こ
に
嫁
を
も
一
こ
に
し
て
、
帰
り
の
列
車
に
の
り
ま
し
一

め
、
次
の
こ
と
に
す
」
相
談
に
応
ず
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
一
ら
い
、
属
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
一
た
。
塁
へ
皇
宮
ず
、
ま
っ
す
ぐ
一
防
虫
剤
の
使
い
か
た

つ
い
て
み
な
苓
ん
一
?
と
恵
一
一
わ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
が
一
夫
人
と
嫁
と
が
さ
さ
い
な
こ
と
で
口
争
一
嫁
の
実
家
に
飛
ん
で
行
っ
て
ど
つ
も
一

.

4

の
ご
協
カ
を
お
盟
る
に
ご
利
用
〆
¥
だ
さ
い
。
一
い
を
し
、
嫁
は
実
家
に
帰
っ
て
し
ま
い
一
わ
た
し
が
悪
か
っ
た
よ
う
だ
j

・
む
す
一
十
月
は
士
山
が
え
の
季
節
で
す
。
夏
物

い
し
ま
す
。
一
松
山
地
方
法
務
局
大
洲
玄
局
一
ま
し
た
。
一
こ
も
心
配
し
て
い
る
だ
る
っ
か
り
と
、
一
の
整
理
を
早
目
に
、
冬
物
の
準
備
主
f

o閉
込
み
は
市
安
ぶ
一
夫
人
は
嫁
が
察
雨
水
に
帰
っ
た
翌
日
、
一
嫁
を
連
れ
て
、
心
も
は
れ
ば
れ
と
わ
f

一
同
し
よ
く
片
づ
け
た
い
も
の
で
す
。
衣

所

へ

一

三

才

児

健

康

診

査

一

A
氏
に
、
ち
ょ
っ
と
旅
を
す
る
か
ら
と
一
家
に
帰
っ
た
の
で
す
。
」
類
を
し
ま
つ
の
に
は
、
争
直
型

E
自
主
は
襲
警
旦
一
言
は
震
発
事
望
遠
の
一
さ
っ
さ
と
手
回
り
一
品
を
つ
め
た
パ
ッ
ク
一
手
る
う
つ
こ
と
ま
、

Ze--一
使
用
し
ま
、
次
の
二
、
一
ニ
の
だ

一

一

一

L

l

f

一
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

込
み
を
し
な
い
て
必
ず
市
役
所
か
萌
か
ら
重
要
な
問
題
喜
ん
で
い
る
の
一
一
つ
を
持
つ
で
季
出
て
し
ま
っ
た
の
一
ら
け
の
霊
会
、
重
な
人
間
関
係
、
一

一

一

一

一

@

防

虫

剤

に

は

、

し

よ

う

の

う

P
エノ

連
絡
所
へ
申
込
ん
で
-
く
だ
さ
い
。
一
て
該
当
者
は
全
員
検
訟
を
受
げ
ま
し
一
で
す
。
一
心
身

ω疲
労
:
:
そ
う
し
た
わ
ず
ら
わ
一

一

一

一

一

フ

タ

リ

ン

の

よ

う

に

石

炭

を

原

料

と

す

な
お
、
申
込
み
に
あ
た
っ
て
は
、

Z
っ

。

一

A

氏

は

H

あ
あ
い
つ
で
お
い
で
“

τさ
か
量
れ
、
見
失
い
が
ち
な
自
分
一
塁
一
種
類
が
J

智

子

。

J

一
を
、
ま
っ
た
く
違
っ
た
環
境
の
中
で
回
一
②
前
者
は
植
物
性
て
後
半
官
接
物

一
一
復
す
る
と
い
う
効
能
が
あ
り
ま
す
一
性
で
す
が
、
い
ず
れ
も
、
ガ
ス
状
に
な

ニ
こ
の
夫
人
の
例
は
別
と
し
て
、
と
も
一
っ
て
防
虫
の
役
目
を
果
た
し
ま
す
。

一
一
か
く
、
人
聞
は
県
加
の
中
か
ら
生
圭
一
③
使
用

ω場
合
は
、
こ
い
盟
主
い

け
た
の
で
す
官
、
時
守
立
、
世
じ
ん
て
し
ょ
に
僚
っ
と
、
お
互
に
作
用
し
合

二

F

1

」
っ
て
ガ
ス
に
な
ら
ず
、
水
に
な
勺
て
し

一
一
を
避
け
て
、
海
な
り
山
な
り
あ
ま
り
人
一

一

一

一

ま

い

ま

す

。

も

ち

ろ

ん

防

虫

効

果

も

な

一
一
間
く
さ
く
な
い
、
静
か
な
自
然

ωふ
と
↑
く
な
り
、
ー
出
張
じ
水
が
つ
い
て
レ
み
も

一
一
こ
ろ
に
、
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
を
お
す
一
で
き
ま
す
。

一
一
す
め
い
た
し
ま
す
。
き
っ
と
思
い
を
新
一
同
製
品
子
貰
っ
た
ら
よ
く
伊
周
刀
法

一
一
た
い
し
て
、
明
日
へ
の
希
望
添
わ
き
で
一
を
よ
み
、
こ
の
両
者
を
絶
対
に
い
っ
し

一
一
て
、
小
活
に
ふ
判
任
事
に
も
せ
い
が
出
て
一
ょ
に
使
用
し
な
い
こ
と
で
す
。

一
一
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
一
倒
防
虫
、
殺
菌

ω両
方
を
か
タ
員

二

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
品
も
出
て
お
り
ま
す
が
、
持
経
期
闘
が

二
ご
込
-
〉

f
3
1
言
い
よ
う
で
す
。

一
一
一
回
章

O
L
2
E
Z一
同
む
か
し
の
人
は
、
防
虫
剤
は
や
っ

一一
F
E
l
l
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
L
一
ば
り
げ
し
よ
う
の
う
H

が
い
ち
ば
ん
な

二

目

の

愛

護

一

ど

と

い

い

ま

す

が

、

値

段

が

高

い

の

か

一

一

一

震

で

す

。

こ

れ

に

反

し

て

、

百

繁

二
十
日
は
自
の
愛
護
7
1で
し
た
c

最
一
の
も
の
は
安
価
で
す
が
長
持
ち
し
な
い

近
小
中
学
生
に
自
の
わ
る
い
子
ど
も
が
一
と
い
わ
れ
ま
す
。

松
平
長
七
郎

幕
末
血
笑
録

う
つ
ろ
船
伝
奇

青
春
坂
本
龍
馬

身
投
け
ー
す
る
女

双
生
児
の
呪
い

源
氏
九
郎
楓
爽
記

戦
争
の
文
学
才
四
巻

或

る

戦

後

上

着

i
寄
贈
図
書
l

キ
リ
ス
ト
教
読
本

世
界
を
動
か
す
回
議

国
際
記
者
の
限

パ
パ
の
お
く
り
も
の

山
ゆ
か
ば
草
む
す
屍

肱
川
改
修
二
十
年
の
歩
み

わ
が
外
交
の
近
況
(
九
号
)

葵
の
若
殿

最
初
は
ア
l
ス
を
何
け
て
い
て
も
め

せ
ん
た
く
機
ん
と
つ
な
の
で
や
め
た
と
い
う
家
庭

が
多
い
よ
-
つ
で
す
。

と
ア

l
ス
ア
ー
ス
線
は
、
水
道
管
の
蛇
口
に

つ
な
ぐ
の
が
一
番
よ
い
の
で
す
が
、

せ
ん
た
く
機
が
一
水
道
官
が
ビ
ニ
ー
ル
管
で
は
ア
!
ス

般
に
普
及
し
て
か
ら
の
作
用
は
な
し
ま
せ
ん
。
水
道
管
以

十
年
以
上
に
な
り
ま
外
か
ら
ア
ー
ス
を
取
る
と
き
は
、
家

す
。
庭
用
と
し
て
売
っ
て
い
る
銅
製
の
ア

ど
ん
な
優
秀
な
電
気
器
具
も
十
年
た

l
ス
棒
か
、
初
セ
ン
チ
四
友
¥
ら
い

で
ば
絶
縁
度
は
低
下
し
て
き
ま
す
。
の
鋼
板
を
一
塁
思
し
、
こ
れ
に
ア
1
ス

衛
生
車
の
都
合
に
よ
り
即
日
く
み
取

り
の
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
約
五
日
間
位
の
余
裕
期
聞
を
も

っ
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

の

申込みは市役所窓口へ

お

知

ら
せ

取りみく尿し

大

洲

城

山

郷

土

館

五
周
年
記
念
特
別
展

-
1

・
L

4

1

F

!

:
わ

っ

一

会

場

郷

土

館

4
E

メ
1
#
m
F
味

付

叫

面

川

町

才

二

会

場

台

所

櫓

一
l

l

-

一

I
B
i
-
-
芳

三

会

場

高

欄

櫓

』

r
u
-
-
コ

陸

上

自

衛

隊

大

山

抵

神

社

-
f
n
H
E
R

県

内

外

名

家

秘

蔵

品

十
一
月
一
日
よ
り
十
一
月
七
日
ま
で
午
前
九
時
J
午
後
五
時

特

別

講

演

十
一
月
四
日
午
後
二
時

1
五

時

於

郷

土

館

。

藤

樹

先

生

に

就

い

て

文

学

博

士

後

藤

三

郎

先

生

。
大
測
城
の
価
値
に
就
い
て
日
本
城
郭
研
究
会
顧
問
佐
藤
佐
先
生

主

催

大

洲

城

山

郷

土

館

後

援

県

教

育

委

員

会

協

賛

大

洲

市

県

博

物

舘

協

会

教

育

委

員

会

愛

媛

新

聞

商

工

会

議

所

南

海

放

送

観

光

協

会


